
　

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
３

つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン

　

大
学
設
立
50
周
年
記
念
建
設
事
業
の
第
１
期
工
事
が
３
月

27
日
に
竣
工
し
た
。

　

今
期
は
新
食
堂
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
」
を
中
心
と
し
た

施
設
「
さ
く
ら
プ
ラ
ザ
」、
ク
ラ
ブ
棟
が
新
設
さ
れ
、
旧
ピ
ザ

リ
ア
ト
レ
ビ
が
新
た
に
「
キ
ッ
チ
ン
＆
カ
フ
ェ
ト
レ
ビ
」
と
し

て
増
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
」
や
ア
ー

ケ
ー
ド
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
環
境
も
整
備
さ
れ
た
。

グ
」
は
テ
ー
ブ
ル
７
１
４

席
、
カ
ウ
ン
タ
ー
46
席
を
備

え
る
大
食
堂
で
、
定
食
や
麺

類
、
丼
物
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
中
心
に
提
供
。
入
口
正
面

の
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
焼
き
た
て
パ
ン
が
販
売

さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー

時
に
は
テ
ー
ブ
ル
を
立
食
用

の
配
置
に
す
る
と
い
っ
た
対

応
も
可
能
。「
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
エ
リ
ア
」
は
テ
ー
ブ
ル
１

５
６
席
、
カ
ウ
ン
タ
ー
30
席

を
備
え
、
寿
司
コ
ー
ナ
ー
で

は
旬
の
海
鮮
丼
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
。「
ス
タ
デ
ィ

カ
フ
ェ
」
は
テ
ー
ブ
ル
40

席
、
カ
ウ
ン
タ
ー
15
席
と
小

ス
ペ
ー
ス
な
が
ら
木
目
調
の

内
装
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
勉
強
や
読
書
を
す
る
の
に

向
い
て
い
る
。

　

増
築
さ
れ
た
「
キ
ッ
チ
ン

＆
カ
フ
ェ
ト
レ
ビ
」
は
内
外

装
が
一
新
。
テ
ー
ブ
ル
90
席

の
ほ
か
、
屋
外
テ
ラ
ス
に
40

席
、
パ
テ
ィ
オ
（
中
庭
）
に

24
席
を
備
え
る
。
ダ
イ
ニ
ン

グ
ホ
ー
ル
と
は
趣
向
を
変
え

た
イ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
も
提
供
し
て
い
る
。

　

新
ク
ラ
ブ
棟
は
41
の
部
室

の
ほ
か
４
つ
の
会
議
室
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備

え
、
学
生
の
委
員
会
活
動
や

ク
ラ
ブ
活
動
の
拠
点
と
な

る
。
地
下
ピ
ッ
ト
に
は
約
１

０
０
０
立
方
㍍
の
雨
水
貯
留

槽
が
設
置
さ
れ
、
大
雨
時
の

浸
水
対
策
に
も
配
慮
し
た
。

　

竣
工
式
は
３
月
29
日
に
執

り
行
わ
れ
た
。柳
澤
理
事
長
、

成
田
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

本
学
関
係
者
、
学
生
自
治
会

代
表
者
、
設
計
担
当
の
石
本

建
築
事
務
所
代
表
長
野
氏
、

施
工
担
当
の
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー

建
設
竹
谷
社
長
以
下
同
社
関

係
者
な
ど
、
総
勢
約
70
名
が

出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ら

び
に
久
寿
玉
開
き
が
行
わ
れ

た
。
現
在
は
講
義
棟
新
設
を

中
心
と
す
る
第
２
期
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
30

年
12
月
に
竣
工
予
定
で
あ

る
。

ダイニングホール

ダイニングホール内部

クラブ棟

2018年大学案内（入試室で配布）

キッチン＆カフェトレビ

竣工式　久寿玉開き

認定証を授与された奨学生（3年生）と竹内学生支援部長

　

工
業
技
術
の
急
速
な
変
化

に
よ
り
、
社
会
が
求
め
る
卒

業
生
の
人
材
像
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
本
学
は
平
成

30
年
４
月
よ
り
、
１
学
部
７

学
科
か
ら
３
学
部
６
学
科
２

コ
ー
ス
の
編
成
へ
と
改
組
を

行
う
。
新
学
部
・
学
科
の
名

称
と
入
学
定
員
は
上
記
の
と

お
り
。
入
学
定
員
総
数
は
改

組
前
と
変
わ
ら
ず
１
０
０
０

名
で
あ
る
。

　

改
組
の
計
画
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
よ
り
文
部
科
学
省

と
協
議
を
重
ね
、
本
年
４
月

25
日
に
届
出
書
を
提
出
す
る

に
至
り
、
改
組
の
実
施
が
決

定
し
た
。

　

今
回
の
改
組
に
お
け
る
教

育
改
革
の
柱
は
、
学
生
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
の
多

様
化
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
社
会
が
求
め
る
人
材
の

変
化
に
対
応
し
て
、
本
学
卒

業
時
の
学
力
の
質
を
保
証
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、学
生
の
能
力
に
合
わ
せ

て
着
実
に
基
礎
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
新
た
な
教
育
シ
ス

テ
ム
と
し
て
「
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ

ｎ
ｇ 

ｆ
ｏ
ｒ 

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 

Ｅ
ｖ

ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
立
ち
上

げ
る
。
工
学
の
基
礎
と
な
る

数
学
、物
理
、英
語
に
つ
い
て

は
入
学
時
の
プ
レ
ー
ス
メ
ン

ト
テ
ス
ト
に
基
づ
き
、個
人

の
学
力
・
学
修
履
歴
に
合
わ

せ
た
ク
ラ
ス
編
成
を
実
施
。

さ
ら
に
木
目
細
や
か
な
段
階

的
履
修
を
行
う
た
め
、こ
れ

ら
の
科
目
は
従
来
の「
セ
メ

ス
タ
ー
制（
２
学
期
制
）」
か

ら「
ク
ォ
ー
タ
ー
制（
４
学
期

制
）」へ
と
移
行
す
る
。こ
の

教
育
改
革
に
よ
り
確
実
な
基

礎
学
力
を
培
う
こ
と
で
、
専

門
教
育
に
進
ん
で
実
践
に
使

え
る
技
術
・
能
力
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
新
学
部
で
展
開
す

る
専
門
教
育
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
本
学
の
特
色
で

あ
る
「
実
工
学
教
育
」
を
継

承
、
発
展
さ
せ
「
技
術
で
価

値
を
創
造
で
き
る
人
材
」、

「
も
の
づ
く
り
の
最
先
端
を

切
り
拓
く
技
術
者
」
を
新
た

な
育
成
す
べ
き
人
材
像
と
し

て
定
め
る
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
が
求
め
る
変
化
に
柔
軟
に

適
応
で
き
、
発
達
を
続
け
る

工
業
技
術
を
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
る
能
力
を
備
え

た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
く
。

　

平
成
30
年
度
入
試
の
概
要

や
奨
学
金
制
度
は
左
記
の
と

お
り
（
詳
細
は
受
験
ガ
イ

ド
、
各
募
集
要
項
を
参
照
）。

◆
特
別
奨
学
生
入
試

　

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ

れ
る
方
を
幅
広
く
受
け
入
れ

る
べ
く
、
年
２
回
実
施
。
合

格
者
は
、
１
年
次
の
授
業
料

の
全
額
（
98
万
円
）
免
除
、

ま
た
は
、
半
額
（
49
万
円
）

免
除
と
な
る
。
昨
年
度
は
第

１
期
、
第
２
期
を
併
せ
て
38

名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

　

第
１
期
は
卒
業
見
込
み
で

評
定
平
均
値
４
・
３
以
上
、

単
願
の
方
が
対
象
。
特
に
優

秀
な
方
（
特
待
生
）
に
は
、

前
述
の
１
年
次
の
授
業
料
全

額
免
除
に
加
え
、
２
年
次
か

ら
４
年
次
の
授
業
料
半
額
免

除
、
毎
月
４
万
円
支
給
の
特

典
が
与
え
ら
れ
る
。

　

筆
記
試
験
を
重
視
す
る
第

２
期
は
、
入
学
手
続
締
切
日

を
遅
く
設
定
し
、
国
公
立
大

学
等
と
併
願
を
検
討
す
る
方

に
も
受
験
し
や
す
い
。

◆
専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）

　

工
業
科
卒
業
見
込
み
で
評

定
平
均
値
４
・
３
以
上
の
方

が
対
象
。
入
学

手
続
締
切
日
を

年
明
け
に
設
定

し
、
国
公
立
大

学
等
と
併
願
を

検
討
す
る
方
も

応
募
で
き
る
。

成
績
・
人
物
が
優
秀
な
方
は
、

後
述
す
る
入
試
奨
学
金
（
20

万
円
）を
給
付
。昨
年
度
は
36

名
の
方
が
認
め
ら
れ
た
。

◆
一
般
入
試
、
生
物
も
選
択

可
　

今
年
度
よ
り
理
科
の
選
択

科
目
に
生
物
が
追
加
さ
れ
、

物
理
・
化
学
・
生
物
か
ら
１

科
目
選
択
と
な
っ
た
。
Ａ
日

程
は
数
学
・
理
科
・
外
国
語

の
３
教
科
、
Ｂ
日
程
は
２
教

科
を
選
択
し
て
受
験
す
る
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

　

入
試
奨
学
金
は
、
１
年
次

の
学
費
の
減
免
の
形
で
年
額

20
万
円
を
給
付
。
一
般
入

試
、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
、

一
般
推
薦
入
試
（
公
募
制
）、

専
門
高
校
入
試
（
Ｓ
工
業

科
）・（
Ｂ
工
業
科
）
の
合
格

者
の
う
ち
、
入
試
の
成
績
が

優
秀
で
、
学
業
の
伸
展
が
期

待
で
き
る
方
に
給
付
。
昨
年

度
は
２
０
０
名
の
方
が
認
め

ら
れ
た
。

基
幹
工
学
部�

※
カ
ッコ
内
の
数
字
は
定
員

　

機
械
工
学
科
（200）

　

電
気
電
子
通
信
工
学
科
（170）

　

応
用
化
学
科
（80）

先
進
工
学
部

　
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
（100）

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
（200）

建
築
学
部

　

建
築
学
科
（250）

　
　

建
築
コ
ー
ス

　
　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　

認
定
証
授
与
式
で
は
１
３

６
名
の
奨
学
生
に
認
定
証
が

授
与
さ
れ
た
。
竹
内
貞
雄
学

生
支
援
部
長
は
奨
学
生
に
対

し
「
こ
の
認
定
は
、
こ
れ
ま

で
学
業
等
に
精
進
し
て
き
た

結
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
成
功
体
験
に
対

し
て
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
今
後
は
新
入

生
の
模
範
と
な
る
よ
う
、
更

に
努
力
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
卒
業
後
に
社
会
に
出
た

際
に
は
日
工
大
生
の
模
範
と

な
る
よ
う
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

式
後
に
は
学
年
ご
と
に
奨

学
生
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
写
真
は
本
奨
学
金

の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載

さ
れ
、
奨
学
生
の
出
身
校
を

含
め
全
国
の
高
校
に
送
付
さ

れ
る
。

金
の
認
定
証
授
与
式
が
行
わ

れ
た
。

　

学
業
奨
励
奨
学
金
は
各
学

科
の
成
績
優
秀
者
の
中
か
ら

特
に
優
れ
た
エ
ク
セ
レ
ン

ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｅ

Ｓ
）
に
年
額
50
万
円
、
そ
れ

に
準
ず
る
リ
マ
ー
カ
ブ
ル
・

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
Ｒ
Ｓ
）

に
年
額
20
万
円
の
授
業
料
減

免
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
今

年
度
の
対
象
者
数
は
、
Ｅ
Ｓ

が
36
名
、
Ｒ
Ｓ
が
75
名
。
大

川
陽
康
奨
学
金
は
、
本
学
園

名
誉
理
事
長
で
あ
る
大
川
陽

康
先
生
の
寄
付
に
よ
り
設
け

ら
れ
た
基
金
に
よ
り
大
学
院

生
を
対
象
に
授
業
の
減
免
を

行
う
も
の
で
、
今
年
度
の
対

象
者
は
25
名
。

平
成
29
年
度
の
学
業
奨
励
奨

学
金
お
よ
び
大
川
陽
康
奨
学

　

４
月
11
日
、
情
報
工
学
科

棟
５
階
会
議
室
に
お
い
て
、

さくらプラザ、クラブ棟など学生生活施設を拡充

50周年記念建設事業 第1期工事竣工

学
業
奨
励
奨
学
金
、大
川
陽
康
奨
学
金

新
学
部
学
科
設
置

平　

成

30
年
度

文
部
科
学
省
へ
届
出
書
を
提
出

平
成
30
年
度
入
試
情
報
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識
し
、
院
生
が
身
に
着
け
て

い
る
日
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー

ド
の
思
考
回
路
を
リ
セ
ッ
ト

し
て
も
ら
い
、
柔
軟
な
思
考

で
自
社
の
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
新
た
な
視
点
で
再
定
義

し
、
次
な
る
可
能
性
の
糸
口

を
見
出
し
、
目
標
達
成
へ
の

道
筋
を
描
く
助
け
と
な
る
こ

と
に
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
柳

澤
理
事
長
が
入
学
式
の
祝
辞

の
中
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
我
々
教
職
員
一
同
は

こ
の
課
題
を
肝
に
銘
じ
、
院

生
の
成
長
に
貢
献
す
る
決
意

で
あ
る
。

　

本
学
で
の
１
年
間
の
密
度

の
濃
い
学
習
は
、
自
分
自
身

の
知
識
体
系
を
見
つ
め
な
お

し
、
新
し
い
、
よ
り
広
い
知

識
と
視
野
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
機
会
に
な
る
と
確
信
す

る
。

　

専
門
職
大
学
院
の
入
学
者

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り技

術
経
営
研
究
科
・
教
授　

近
江　

正
幸 

40
分
の
２
コ
マ
、
そ
し
て
土

曜
日
の
９
時
30
分
〜
18
時
20

分(

学
期
に
よ
っ
て
は
20
時)

の
５
コ
マ
な
い
し
６
コ
マ
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
院
生
は

多
く
の
科
目
の
中
か
ら
各
自

の
希
望
と
勤
務
の
都
合
を
調

整
し
、
各
自
の
時
間
割
を
作

成
す
る
。

　

専
門
職
大
学
院
で
は
受
験

資
格
と
し
て
５
年
以
上
の
実

務
経
験
を
求
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
院
生
は
職
場
経
験
を

豊
富
に
積
ん
だ
社
会
人
で
あ

り
、
活
躍
す
る
各
分
野
で
は

教
員
以
上
の
知
識
、
経
験
を

持
っ
て
い
る
。
院
生
各
自
の

キ
ャ
リ
ア
は
貴
重
な
も
の
で

あ
る
一
方
、
思
い
込
み
や
決

め
つ
け
、
先
入
観
が
染
み
つ

い
て
い
る
危
険
性
も
あ
る
。

　

専
門
職
大
学
院
の
教
員
の

役
割
は
、
こ
の
危
険
性
を
意

名
、
会
社
派
遣
は
11
名
と
い

う
内
訳
で
あ
る
。
ま
た
上
場

企
業
勤
務
、
中
堅
・
中
小
企

業
の
現
役
の
経
営
者
、
後
継

者
、
幹
部
社
員
か
ら
独
立
行

政
法
人
勤
務
と
、
職
位
や
会

社
規
模
も
多
様
で
あ
る
。
業

種
的
に
は
、
モ
ノ
づ
く
り
系

７
名
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど

Ｉ
Ｔ
系
６
名
、
教
育
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
サ
ー
ビ
ス
系

６
名
の
構
成
で
あ
る
。
国
籍

は
日
本
16
名
、
中
国
２
名
、

韓
国
１
名
で
あ
る
。

　

授
業
は
春
・
夏
・
秋
・
冬

の
４
学
期
に
分
か
れ
て
お

り
、
平
日
18
時
30
分
〜
21
時

は
女
性
が
積
極
的
に
発
言

し
、
ま
た
活
発
に
議
論
を
盛

り
上
げ
る
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

入
学
者
の
平
均
年
齢
は

38
・
78
歳
で
、
最
年
少
者
は

26
歳
、
最
年
長
者
は
54
歳
で

あ
る
。
年
齢
を
重
ね
て
か
ら

も
虚
心
坦
懐
に
新
し
い
知
識

を
身
に
着
け
よ
う
と
努
力

し
、
ま
た
自
分
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
取
り
組
み
、
技
術
経
営
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
真

摯
な
姿
は
、
他
の
若
い
院
生

の
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
で
の
出
願
者
は
８

　

専
門
職
大
学
院
は
１
年
制

の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
実

学
重
視
の
大
学
院
と
し
て
13

年
目
を
迎
え
た
。
今
年
も
多

様
な
事
業
分
野
、
専
門
領

域
、
経
験
を
持
つ
新
入
生
を

迎
え
た
。

　

４
月
１
日
に
は
入
学
式
、

４
月
３
日
か
ら
授
業
と
い

う
、
慌
た
だ
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
仕
事
の
事

情
か
ら
昨
年
度
１
年
間
休
学

し
た
１
名
を
加
え
た
19
名
が

大
学
院
生
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　

男
女
構
成
は
男
性
16
名
、

女
性
３
名
で
あ
り
、
授
業
で

　

４
月
４
日
、
女
子
学
生
対

象
の
「
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」
及

び
「
女
子
学
生
交
流
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
活
動
は

平
成
25
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
で
５
年
目
。
在

籍
人
数
の
少
な
い
女
子
学
生

が
、
男
子
学
生
が
多
い
環
境

下
で
も
元
気
に
楽
し
く
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ

う
に
と
願
い
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
今
年
は
初
め
て
防

犯
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
。
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
か

ら
講
師
を
招

き
、
一
般
的

な
防
犯
知
識

と
護
身
術
に

つ
い
て
学
ん

だ
。
実
践
を

交
え
た
護
身

術
で
は
二
人

一
組
と
な

り
、
手
を
掴

ま
れ
た
時
、

背
後
か
ら
抱

き
つ
か
れ
た

時
の
対
処
法
等
を
学
ん
だ
。

「
危
険
を
回
避
す
る
慎
重
な

行
動
と
凜
と
し
た
態
度
が
護

身
術
の
極
意
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

 

セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、
改
装

さ
れ
た
キ
ッ
チ
ン
＆
カ
フ
ェ 

ト
レ
ビ
で
、
昼
食
を
兼
ね
た

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本

年
度
入
学
し
た
女
子
学
生
60

名
と
在
校
生
21
名
、
大
学
側

か
ら
は
成
田
学
長
ほ
か
執
行

部
４
名
と
女
性
教
職
員
12
名

が
参
加
し
た
。
学
生
支
援
部

長
よ
り
趣
旨
説
明
と
先
輩
女

子
学
生
の
活
躍
事
例
、
大
学

生
活
を
送
る
う
え
で
の
注
意

点
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
新
入

生
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ

た
。
学
科
別
に
分
か
れ
た
昼

食
で
は
会
話
が
弾
み
、
和
や

か
な
談
笑
の
輪
が
広
が
っ

た
。上
級
生
達
は
、学
業
に
関

す
る
注
意
点
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
経
験
談
な
ど
を
披
露
し
、

後
輩
の
不
安
を
取
り
除
く
な

ど
の
気
配
り
を
し
て
い
た
。

専門講師から護身術の指導を受ける女子学生

防
犯
セ
ミ
ナ
ー
を
初
開
催

女
子
学
生
対
象
交
流
会

新入生の出身地マップ
33都道府県から1,063名が入学 

外国人他

13

合　計

1,063（60）

入学者総数（女子）

〈凡　例〉

※編入学生、および秋季入学者の数は含まない

北　海　道
5（1）

青　　森
15（1）

山　形
3

宮　城
5（2）

秋　田
4 7（1）

岩　手

石　川
0

新　潟
13（2）

福　島
32（3）

千　葉
74（6）

茨　城
100

静　岡
9（1）

山　梨
6（1）

東　京
181（10）

愛　知
1

長　野
22（2）

埼　玉
370（20）

群　馬
80（4）

栃　木
97（4）

奈　良
0

和歌山
0

三　重
2

岐　阜
0

滋　賀
0

福　井
1

富　山
3

山　口
0

広　島
0

岡　山
0

大　阪
3

島　根
1

鳥　取
0

兵　庫
1

京　都
0

徳　島
1

高　知
3

愛　媛
1

香　川
3

沖　縄
1

鹿 児 島
1

宮　崎
1（1）

熊　本
0

大　分
0

長　崎
0

佐　賀
0

福　岡
1

神奈川
3（1）

0人 1～9人 10～49人 50～99人 100人～

　工学部の平成29年度都道府県別入学者数がまとまっ

た。総入学者数は1,063名（入学定員は1,000名）。うち

女子学生は60名である。都道府県別入学者数は、昨年

に続き埼玉がトップで370名。次いで東京が181名、茨

城100名、栃木97名、群馬80名がベスト5である。入学

者は、全国33都道府県から集まっている。

●新入留学生の出身国と人数
国籍 計

中華人民共和国 10

台湾 2

計 12

学科 主な実施場所・宿泊場所 主な実施内容

機械工学科 栃木／益子館里山リゾートホテル クラス対抗レクリエーション、夜間研修
ものづくり環境学科 埼玉／本学宮代キャンパス カレーライスづくり、スポーツイベント（ドッジボール）
創造システム工学科 埼玉／本学宮代キャンパス 外部業者による新入生向け研修
電気電子工学科 埼玉／本学宮代キャンパス 外部業者による新入生向け研修
情報工学科 栃木／鬼怒川パークホテルズ グループレクリエーション
建築学科 福島／国立磐梯青少年交流の家 世界のガラス館 猪苗代店見学、大内宿等散策
生活環境デザイン学科 千葉／水郷小見川少年自然の家 高齢者介護施設、就労支援施設の見学

入学直後の貴重な交流の場

新入生対象フレッシュマンキャンプ

　フレッシュマンキャンプは今春入学の新
入生がクラスメイトや先輩、教員との親睦
を深めることを目的としており、今年は４
月５日から２日間の日程で実施。実施場所
や実施内容は学科ごとに企画され、移動中
のバスや宿泊施設において大学生活に関
するオリエンテーションが行われたほか、

施設見学やレクリエーションが催された。
　新入生の中には、知り合いや友人の居
ない中、実家を離れて初めて１人暮らし
を始める学生も多い。そうした学生にとっ
てこのキャンプは、入学直後に行われる
ことから、新しい友人づくりの絶好の機
会となっている。

カレーライスづくり（ものづくり環境学科） 大内宿散策（建築学科）

高
校
生
対
象
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

第9回 3D-CADプロダクトデザインコンテスト

第11回 マイクロロボコン高校生大会

「役に立つメカ」

疾走する1インチ角ロボット

「風景を開く家」

　本コンテストでは3次元CADを
用いたデザインを通じ、ものづくり
の最先端技術を学ぶことができ
る。募集作品はテーマ部門『役
に立つメカ』、自由デザイン部門、
CGアイデア部門。希望者は、8
月26日迄に事務局（nagasaka@
nit.ac.jp）まで。
https://2c-laboratory.sakura.ne.jp/pdcontest/

　本コンテストは、1インチ角の
小さなロボットを作製し、自律的
にコースを走行させ、タイムを競う
ものである。
　第11回大会の開催は12月23
日。名刺サイズのネームカード部
門を新設し、初心者の参加も歓
迎している。
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

　建築を学ぶ高校生を対象とし
た建築設計競技。審査員には
建築家の宮晶子氏を迎え、本学
生活環境デザイン学科勝木祐仁
准教授、建築学科竹内宏俊准
教授が担当する。締切は8月31
日。審査結果は9月上旬ホーム
ページ上にて発表。
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/

昨年の入賞作品

白線上のコースを走行し、タイムを競う

第31回 建築設計競技

入賞作品はLCセンターに展示
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に
加
え
、
今
年

度
か
ら
新
た
に

１
年
生
全
員
を

対
象
と
し
た
避

難
訓
練
を
実
施

し
た
。

■
学
生
環
境
推

進
委
員
会

　

地
域
清
掃
活
動
や
森
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
宮

代
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参

加
・
協
力
を
し
て
い
る
。
卒

業
生
の
不
要
家
具
・
家
電
を

回
収
し
、
新
入
生
に
無
償
譲

渡
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
は
久
喜
宮
代
衛
生
組
合
主

催
の
「
平
成
28
年
度
久
喜
宮

代
衛
生
組
合
ご
み
を
減
ら
し

て
き
れ
い
な
街
づ
く
り
表

彰
」
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

団
体
部
門
に
お
い
て
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

そ
の
他
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
に

つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ-‌

16
年
度
に
お
け

る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

は
、
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
て

い
る
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

削
減
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
か
ら
継
続
し
て
い
る
省
エ

ネ
へ
の
取
り
組
み
や
施
設
・

設
備
改
善
の
効
果
が
大
き

い
。
一
方
、
上
水
使
用
量
の

削
減
は
、
基
準
値
を
下
回
っ

た
が
目
標
は
未
達
成
だ
っ

た
。
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
従

来
の
削
減
数
値
目
標
を
廃
止

し
、
３
Ｒ
に
よ
る
減
量
化
・

資
源
化
の
排
出
制
御
が
新
た

な
目
標
と
な
っ
た
。
以
下
に

具
体
的
な
活
動
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

■
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
と

施
設
・
設
備
改
善

　

節
電
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

空
調
の
中
間
期
完
全
停
止
、

外
気
温
度
に
よ
る
空
調
運
転

制
御
、
棟
別
に
30
分
間
の
内

５
分
間
空
調
遠
隔
停
止
な
ど

を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

た
。
ま
た
14
号
館
及
び
Ｅ
１

棟
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
。
さ
ら
に
９
号
館
南
面
の

窓
ガ
ラ
ス
に
遮
熱
フ
ィ
ル
ム

を
貼
っ
た
結
果
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
20
％
削
減
目
標
に
対

し
21
％
削
減
と
な
っ
た
。

■
廃
棄
物
の
排
出
制
御

　

新
棟
建
設
に
伴
う
ク
ラ
ブ

棟
解
体
や
退
職
者
研
究
室
整

理
で
は
、
再
利
用
が
可
能
な

備
品
等
を
倉
庫
に
一
時
保
管

し
、
リ
ユ
ー
ス
を
呼
び
掛
け

た
。

■
環
境
教
育

　

環
境
方
針
カ
ー
ド
や
緊
急

連
絡
・
行
動
カ
ー
ド
の
配
布
、

高
圧
ガ
ス
・
化
学
物
質
取
扱

い
講
習
会
や
環
境
特
別
講
演

会
な
ど
学
生
や
教
職
員
に
環

境
意
識
の
普
及
と
啓
発
を
実

施
し
た
。
ま
た
従
来
実
施
し

て
い
る
年
２
回
の
防
災
訓
練

〃　
　
　

金
子
太
郎（
東
京
）

財　

務　

木
村
英
雄（
青
森
）

〃　
　
　

鈴
木　

隆（
埼
玉
）

監　

事　

町
屋
英
治（
埼
玉
）

〃　
　
　

川
田
敏
彰（
栃
木
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
大
学

設
立
50
周
年
記
念
建
設
事
業

と
し
て
今
春
竣
工
し
た
新
食

堂
棟
や
学
生
ク
ラ
ブ
棟
な
ど

の
施
設
見
学
も
実
施
さ
れ

た
。

　

５
月
21
日
、
大
学
学
友
会

館
に
て
後
援
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
「
平
成
28
年

度
事
業
報
告
」、
第
２
号
議

案
「
平
成
28
年
度
決
算
報

告
・
同
監
査
報
告
」、
第
３

号
議
案
「
平
成
29
度
事
業
計

画
」、
第
４
号
議
案
「
平
成

29
年
度
予
算
」、
第
５
号
議

案
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」

は
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承

認
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了

し
た
。

　

新
執
行
部
は
左
記
の
通

り
。　

会
長　

廣
瀬　

修（
神
奈
川
）

副
会
長　

菅
原
昌
人（
新
潟
）

〃　
　
　

加
藤
仁
司（
福
島
）

〃　
　
　

市
川
道
教（
東
京
）

総
務　

槇
岡
明
美（
神
奈
川
）

学
院
１
年
生
の
保
護
者
を
対

象
に
、
５
月
20
日
に
「
保
護

者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
実
施
し
た
。
第
一
部

で
本
学
の
現
状
報
告
、
第
二

部
で
「
就
職
戦
線
の
現
状
と

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
〜

『
親
』
と
し
て
知
っ
て
お
く

べ
き
就
活
の
こ
と
〜
」
と
題

し
た
講
演
、
最
後
に
「
就
職

相
談
会
」
と
し
て
大
学
院
進

学
や
就
職
に
関
す
る
質
疑
応

答
を
行
い
、
盛
況
の
中
終
了

し
た
。

　

今
後
は
、
様
々
な
理
由
で

内
定
に
至
ら
な
か
っ
た
学
生

を
対
象
に
、
保
護
者
と
本
人

を
交
え
た
三
者
面
談
を
10
月

７
日
に
就
職
支
援
課
に
て
実

施
予
定
で
あ
る
。

　

大
卒
者
に
対
す
る
求
人
は

８
年
連
続
し
て
採
用
需
要
が

伸
び
て
い
る
。
今
年
は
、
非

製
造
業
の
伸
び
率
が
鈍
化
し

た
の
に
対
し
、
製
造
業
の
採

用
意
欲
が
高
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
特
に
中
堅
企
業
で
は

人
材
不
足
が
深
刻
で
、
様
々

な
対
策
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
学
生
と
の
確
実
な
接
触

を
図
る
た
め
の

「
大
学
内
説
明

会
の
開
催
」、

２
年
生
あ
る
い

は
３
年
生
の
夏

期
に
実
施
す
る

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
よ
る

「
早
期
の
囲
い

込
み
」
な
ど
で

あ
る
。
そ
の
た

め
学
生
は
早
く

か
ら
就
職
に
対

す
る
意
識
を
高

め
、
準
備
を
す

る
こ
と
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

　

本
学
に
お
け
る
平
成
30
年

３
月
卒
業
見
込
み
者
の
就
職

活
動
は
３
年
生
の
３
月
に
解

禁
と
な
り
３
ヵ
月
が
経
過
し

た
。
経
団
連
が
定
め
た
就
職

協
定
で
は
、
企
業
は
６
月
か

ら
10
月
ま
で
の
選
考
期
間
内

に
内
定
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は

１
月
頃
か
ら
内
定
が
出
始

め
、
６
月
中
に
は
約
半
数

（
５
０
０
名
）
も
の
学
生
が

内
定
を
得
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
内
定
状
況
に
よ
れ

ば
学
生
達
は
時
流
に
乗
っ
て

就
職
戦
線
で
奮
闘
し
て
い
る

と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
学
生
達
が
ど
の

よ
う
な
就
職
支
援
を
受
け
て

き
た
の
か
簡
単
に
振
り
返
っ

て
み
よ
う
。
学
生
の
就
職
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め

に
11
月
末
か
ら
12
月
初
旬
に

か
け
「
業
界
・
業
種
セ
ミ

ナ
ー
」を
実
施
。３
月
と
４
月

に
、
計
５
０
０
社
程
度
の
企

業
を
大
学
に
招
き
「
合
同
企

業
説
明
会
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
説
明
会
に
招
く
の
は
、

多
く
の
卒
業
生
を
採
用
し
、

本
学
学
生
の
特
質
を
理
解
し

好
意
を
持
っ
て
い
る
上
場
あ

る
い
は
優
良
企
業
で
あ
る
。

　

最
近
の
就
職
活
動
に
は
親

の
理
解
も
重
要
で
あ
る
。

年
々
早
期
化
さ
れ
る
採
用
活

動
に
対
応
す
る
た
め
学
部
２

年
生
、
３
年
生
、
さ
ら
に
大

学友会館ホールにて開催

合同企業説明会で担当者の説明を聞く学生たち

後
援
会
定
期
総
会　

開
催
報
告

予
算
、執
行
部
人
事
な
ど
承
認

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

今
年
度
も
目
標
を
達
成

売
り
手
市
場
が
続
く
中
、採
用
活
動
は
さ
ら
に
早
期
化
へ
。

就
職
支
援
情
報

編集・発行日本工業大学　環境推進委員会

サステイナブルキャンパス充実への取組み
●エコミュージアム●表彰履歴／久喜宮代衛生組合・低炭素杯2017

●地球環境保全とサステイナブルキャンパスの構築

　エネルギー使用管理部会・環境教育検討部会・化学物質管理検討部会・学生環境推進連携部会

●ISO14001第6次更新審査報告
●教育・研究環境のさらなる充実に向けた取組み

●防災への取組み●社会・地域との連携・協働●学生環境推進委員会活動記録●平成28年度／後援会特別事業●環境分野研究奨励助成金制度
　平成27年度研究成果報告/平成28年度研究テーマ

ISO
14001　認証取得

No.17
 2017

サステイナブルキャンパスのさらなる充実！

中古家具などを新入生に譲渡するリサイクルショップ

学生支援部長賞　受賞者決定
　3月16日、学生支援部長室にて平成
28年度学生支援部長賞の表彰式が執
り行われた。各種国家試験合格者、国
体や世界選手権等出場チームまたは個
人、社会活動での感謝状等の受領者、

課外活動や社会活動で顕著な実績を挙
げた学生が対象となり、今回は３団体
と個人４名が受賞。受賞者には竹内学
生支援部長より表彰状と記念品が贈呈
された。

受賞者一覧
氏名又は団体名 申請内容

機械工学科　宇佐美貴之 エックス線作業主任者試験合格（単位認定４単位）
情報工学科　中村敏嗣 応用情報技術者試験合格（単位認定４単位）

電気電子工学科　清水貴仁 第29回全日本学生フィールドアーチェリー
個人選手権大会出場

機械工学科　松永直樹
東日本理工系大学体操競技選手権大会
個人総合優勝４連覇
全日本学生体操競技大会４年連続出場

IRT　トレーラー
(創造システム工学科　宮田和也・車谷亮祐）

第19回ロボットグランプリ
ロボットランサー競技「娯楽賞」受賞

ロボット創造工房 第29回ROBO-ONE（ロボワン）Futaba賞受賞

体操競技部 東日本理工系大学体操競技選手権大会
団体総合優勝４連覇

平成29年度　科学研究費補助金内定
　4月1日に日本学術振興会より平成29年
度科学研究費助成事業の交付内定が通知
され、本学は下記12件の研究課題が新規
採択を受けた。継続課題26件を含めると、
本年度は38件の課題が科学研究費の助成
を受けることとなる。

　本学教員の研究課題は、ものづくりの
基盤を支える技術から今後の技術革新に
繋がる可能性を秘めたものや人文社会系
統に及ぶなど、多岐にわたる。研究成果
が、わが国の科学技術や学術の発展に貢
献できるよう期待したい。

平成29年度　科学研究費助成事業　交付決定者・内定者一覧

研究種目 所属 職 研究代表者 
氏名

継続／
新規

採択
年度 研究課題名

基盤研究（B） 電気電子工学科 教　授 平栗　健史 新規 29 Massive MIMOを用いた3次元ドローンメッシュネットワー
ク制御の研究

基盤研究（C） 機械工学科 教　授 村田　泰彦 新規 29 電磁誘導加熱を用いたフッ素エラストマーと熱可塑性樹
脂との多層圧縮成形法の開発

基盤研究（C） 機械工学科 准教授 加藤　史仁 新規 29 送液ポンプを集積化した無線駆動型高周波水晶振動子
バイオセンサの開発

基盤研究（C） 創造システム工学科 教　授 伴　雅人 新規 29 グラフェンを用いた硬／軟ハイブリッド基質によるヒト間葉
系幹細胞の分化誘導

基盤研究（C） 電気電子工学科 教　授 吉野　秀明 新規 29 センサーデータの時空間集約による異常トラヒック検知
手法の研究

基盤研究（C） 情報工学科 准教授 神林　靖 新規 29 移動エージェントと群知能を用いた群ロボットの効率的な
制御の研究

基盤研究（C） 建築学科 教　授 那須　秀行 新規 29 塗布状制振素材及びテープ状制振素材による木造制
振耐力壁の開発と実棟3次元挙動解析

基盤研究（C） 建築学科 助　手 野口　憲治 新規 29 長崎の近世町家の特質とその室内意匠

基盤研究（C） 共通教育系 准教授 市川　泰弘 新規 29 再帰代名詞を含むGET構文からの拡張：主語名詞の
「働きかけ」の希薄化の観点から

基盤研究（C） 共通教育系 准教授 川上　省三 新規 29 ハニフ・クレイシの作品に見られるイスラム教移民の意
識の変化

基盤研究（C） 共通教育系 准教授 芳賀　健 新規 29 植物の光順応性を制御する分子機構の解明

若手研究（B） ものづくり環境学科 准教授 桑原　拓也 新規 29 プラズマ放電磁気機能性流体を用いた排ガス微粒子浄
化の高機能化

基盤研究（B） 創造システム工学科 教　授 新倉　謙一 継続 28 B細胞表層での分子認識制御によるユニバーサルナノワ
クチンの創製

基盤研究（B） 創造システム工学科 教　授 白木　將 継続 28 薄膜型全固体リチウム電池におけるイオン伝導特性

基盤研究（C） 機械工学科 教　授 神　雅彦 継続 28 次世代半導体基板の超音波振動を応用した精密研削
／研磨技術に関する研究

基盤研究（C） ものづくり環境学科 教　授 安原　鋭幸 継続 28 高周波誘導加熱・レーザー重畳によるCFRTP成形法
の開発

基盤研究（C） 創造システム工学科 教　授 佐野　健一 継続 28 分子の表面電荷と異方性構造を利用したタンパク質薬
細胞内送達担体の創製

基盤研究（C） 創造システム工学科 教　授 樋口　勝 継続 28 スキルアシストシステムのための6自由度ハイブリッドパラ
レル機構の開発

基盤研究（C） 創造システム工学科 准教授 池添　泰弘 継続 28 りん光材料の磁性変化を利用した新原理によるレーザー
マニピュレーション技術の開発

基盤研究（C） 建築学科 教　授 三坂　育正 継続 28 快適な屋外空間創出のための温熱環境設計条件の抽
出と設計手法の確立

基盤研究（C） 建築学科 准教授 菊田　貴恒 継続 28 長寿命型構造架構を実現する超高強度ひずみ硬化型セ
メント系複合材料の開発

基盤研究（C） 生活環境デザイン学科 准教授 樋口　佳樹 継続 28 コンポストトイレ導入による災害後も自宅で過ごすことがで
きる住まいの実現

基盤研究（C） 共通教育系 准教授 河住有希子 継続 28 視覚障害教育から切り拓く国際共生社会における日本
語インクルーシブ教育の基盤構築

基盤研究（C） 専門職大学院 教　授 西尾　好司 継続 28 企業のオープンイノベーションの場となる産学共同研究
に関する研究

若手研究（B） 電気電子工学科 准教授 木村　貴幸 継続 28 高品質リアルタイム通信を可能とする決定論的カオスを
用いた経路制御手法の開発

基盤研究（C） 機械工学科 教　授 中野　道王 継続 27 排気ガス組成制御による大量EGRガソリンエンジンの研
究

基盤研究（C） 機械工学科 教　授 張　暁友 継続 27 長ストロークと高精度の両立可能な，特殊加工用5自由
度磁気浮上アクチュエータの研究

基盤研究（C） ものづくり環境学科 教　授 雨宮　隆 継続 27 貝殻を模倣したグラフェン積層構造高機能材料の開発

基盤研究（C） ものづくり環境学科 教　授 鈴木　宏典 継続 27 多重追突事故防止を目指す予防安全型車群制御の実
現：車群走行状態推定システムの開発

基盤研究（C） 創造システム工学科 准教授 滝田　謙介 継続 27 薄型胴体を持つヘビ型ロボットの研究
基盤研究（C） 電気電子工学科 教　授 神野　健哉 継続 27 力学系理論に基づく正準型粒子群最適化の開発

基盤研究（C） 電気電子工学科 教　授 青柳　稔 継続 27 作製容易な超音波ファントム材料の創出と、その構造
解析に関する研究

基盤研究（C） 建築学科 教　授 佐々木　誠 継続 27 住宅団地再生における地域と大学の連携に関する研究
基盤研究（C） 共通教育系 教　授 工藤　浩 継続 27 『先代旧事本紀』の総合的研究
基盤研究（C） 共通教育系 准教授 大野　修一 継続 27 解析関数空間の構造とその上の線形作用素の研究

挑戦的萌芽研究 共通教育系 教　授 服部　邦彦 継続 27 マイクロ波帯パッシブレーダを用いた空中高圧送電線検
知法の開発

若手研究（B） 生活環境デザイン学科 准教授 工藤　瑠美 継続 27 浴槽表面のすべりの評価方法に関する研究

若手研究（B） 共通教育系 准教授 佐藤　弘康 継続 27 ブーゼマン・ポアソン核を許容するアダマール多様体の
重心写像の幾何学
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ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

宮
代
初
山
め
ぐ
り

宮代町
だより

207号

　

み
や
し
ろ
市
民
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
は
町
の
歴
史
や
自

然
、
建
築
物
な
ど
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
「
市
民
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
浅
間
神

社
で
の
初
山
行
事
な
ど
約

６
㌔
㍍
の
行
程
で
す
。

日
時　

７
月
１
日
９
時
〜

集
合　

新
し
い
村

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

コ
ー
ス　

新
し
い
村
―
赤

松
浅
間
神
社
（
初
山
行
事
）

―
辰
新
田
浅
間
神
社
―
日

本
工
業
大
学
（
昼
食
）
―

真
蔵
院
（
鎌
倉
街
道
）
―

和
戸
浅
間
神
社
―
和
戸
駅

　

申
込
は
６
月
23
日
17
時

ま
で
に
、
電
話
に
て
町
商

工
観
光
担
当
34
・
１
１
１

１
内
線
２
６
５
ま
で

▼
季
節
を
知
る
目

安
と
な
る
暦
の
上

で
の
区
切
り
を
二

十
四
節
気
と
呼

ぶ
。
太
陽
の
運
行

を
元
に
１
年
を
24

等
分
し
た
も
の
だ

▼
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
６

月
は
６
日
頃
に
芒
種
を
迎
え

る
。
稲
を
植
え
る
時
分
の
意

味
で
あ
る
。
ま
た
21
日
頃
に

は
夏
至
と
な
る
。
春
分
・
秋

分
・
冬
至
と
同
じ
よ
う
に
太

陽
の
運
行
の
節
目
と
な
る
日

だ
▼
さ
て
、
６
月
と
い
う
と

梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
、
１
年

の
う
ち
で
も
雨
が
良
く
降
る

季
節
だ
。
だ
が
、
６
月
を

「
水
無
月
」
と
呼
ぶ
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
旧
暦
で

は
「
水
無
月
」
が
今
の
７
月

に
当
た
る
た
め
だ
▼
７
月
に

な
る
と
、
梅
雨
が
終
わ
り
、

太
陽
が
照
り
つ
け
始
め
る
の

は
周
知
の
こ
と
だ
ろ
う
。
晴

天
が
続
き
、
水
が
枯
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
た
め
「
水

無
月
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
最
近

は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
様
相

は
一
変
し
て
い
る
が
▼
四
季

が
堪
能
で
き
る
所
が
我
が
国

の
良
さ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

忙
し
い
日
々
だ
が
、
時
に
は

季
節
を
感
じ
る
余
裕
も
持
ち

た
い
も
の
で
あ
る
。【
信
】

編 集 後 記

【
任
用
】（
５
月
１
日
付
）

◆
後
藤
裕
樹
助
手
（
建
築
技

術
セ
ン
タ
ー
）
平
成
元
年
５

月
４
日
生
ま
れ
。
平
成
24
年

３
月
日
本
工
業
大
学
工
学
部

建
築
学
科
卒
業
。
前
（
株
）

タ
ジ
マ
勤
務
。

【
任
命
】（
４
月
１
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

長　

小
田
恭
市
教
授
（
再

任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

学
務
長　

佐
々
木
勉
教
授

（
再
任
）

◆
基
幹
工
学
部
応
用
化
学
科

開
設
準
備
室
主
任　

佐
野
健

一
教
授
（
新
任
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼

務　

成
田
健
一
学
長
（
再

任
）

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

渡
部
修
一
教

授
（
新
任
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

渡
部
修
一
教
授
（
新

任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

渡
部
修
一
教

授
（
新
任
）

◆
機
械
実
工
学
教
育
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

村
田
泰
彦
教

授
（
再
任
）

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

川
村
清
志
教
授
（
再

任
）

◆
環
境
化
学
ラ
ボ
所
長
兼
担　

大
澤
正
久
教
授
（
新
任
）

◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
所

長
兼
担　

上
野
貴
博
教
授

（
再
任
）

◆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
所
長
兼
担　

足
立
真
教
授

（
再
任
）

◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン

タ
ー
長
兼
担　

古
閑
伸
裕
教

授
（
再
任
）

◆
工
業
教
育
研
究
所
長　

渡

辺
勉
教
授
（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼

担　

渡
辺
勉
教
授
（
再
任
）

◆
工
業
技
術
博
物
館
長　

松

野
建
一
客
員
教
授
（
再
任
）

◆
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
長
兼
担　

當
間
喜
久
雄
教

授
（
再
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼

務　

山
浦
登
志
夫
企
画
室
長

（
新
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
兼
務　

山
浦
登
志
夫
企
画
室
長
（
新

任
）

◆
留
学
生
別
科
主
任　

呉
志

良
教
授
（
再
任
）

◆
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長
兼
担　

岩
﨑
利
信

教
授
（
新
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
補
佐　

橋
浦
弘
明
助
教
（
再
任
）

◆
総
務
部
長　

林
祐
司
（
新

任
）

◆
教
務
部
事
務
部
長
・
教
務

課
長
兼
務　

松
永
浩
徳
（
新

任
）

◆
財
務
課
長　

山
本
好
央

（
新
任
）

◆
教
務
課
主
事
・
Ｌ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
事
務
課
主
事
兼
務　

日

下
部
恵
美
子
（
新
任
）

【
配
置
換
】（
４
月
１
日
付
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー　

野
口
裕
之
准
教
授
→

機
械
工
学
科

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー　

清
水
博
幸
助
教
→
電
気
電
子

工
学
科

◆
総
務
課　

永
野
由
佳
職
員

→
教
務
課

◆
教
務
課　

青
木
健
治
職
員

→
総
務
課

◆
シ
ス
テ
ム
管
理
室　

柳
澤

孝
至
職
員
→
施
設
環
境
管
理

課
・
シ
ス
テ
ム
管
理
室
兼
務

【
解
任
】（
３
月
31
日
付
）

◆
総
務
部
長　

倉
島
清
隆
財

務
部
長

◆
総
務
部
長
代
行　

藤
田
則

夫
学
園
事
務
局
長

◆
丹
治
明
講
師
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
４

／
５
〜
４
／
７
）
／
目
的
＝

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
機
械
遺

産
の
（
動
態
）
修
復
と
展
示

に
て
講
演

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
４
／
18
〜
４
／
25
）
／

目
的
＝
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ　

２

０
１
７
で
の
作
品
発
表

◆
樋
口
勝
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

韓
国
（
４
／
19
〜
４
／
21
）

／
目
的
＝
第
７
回
日
韓
機
素

潤
滑
設
計
生
産
国
際
会
議
に

て
研
究
発
表

◆
宮
川
豊
美
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
韓
国
（
４
／
19
〜
４
／

22
）
／
目
的
＝
同
前

◆
神
雅
彦
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
４
／
25
〜
５
／
１
）
／
目

的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の
修

了
式
な
ら
び
に
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
カ
レ
ッ
ジ
で
の
コ
ン
ボ

ケ
ー
シ
ョ
ン
式
典
に
出
席

◆
吉
田
清
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー

ス
ト
リ
ア
（
５
／
８
〜
５
／

14
）
／
目
的
＝
国
際
電
気
標

準
会
議
Ｔ
Ｃ
９
４
国
際
会
議

に
出
席

◆
内
田
祐
一
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
５
／
14
〜
５
／

20
）
／
目
的
＝
国
際
研
究
会

（
Ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ
ｍ
ａ
ｋ
ｉ
ｎ

ｇ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｕ

ｍ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｍ

ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
）
で
の
講
演

及
び
討
議

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア

メ
リ
カ
／
フ
ラ
ン
ス
（
５
／

16
〜
５
／
25
）
／
目
的
＝
２

０
１
７
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
通
信
品

質
と
信
頼
性
に
関
す
る
国
際

会
議
・
委
員
会
運
営

◆
二
ノ
宮
進
一
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ

ツ
（
５
／
28
〜
６
／
３
）
／

目
的
＝
国
際
精
密
工
学
会
で

の
研
究
発
表

◆
江
藤
香
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト

ガ
ル
（
６
／
18
〜
６
／
25
）

／
目
的
＝
医
療
と
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
革
新
の
国
際
会
議
に
て

研
究
発
表

◆
丹
澤
祥
晃
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ
（
６
／
25
〜
６

／
29
）
／
目
的
＝
動
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
際
会
議
２
０
１
７

に
お
け
る
研
究
発
表

◆
高
瀬
浩
史
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
チ
ェ
コ

共
和
国
（
６
／
25
〜
７
／

２
）
／
目
的
＝
国
際
レ
ー
ダ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
に

お
い
て
研
究
発
表

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
６
／
25
〜
７
／
３
）

／
目
的
＝
国
際
木
橋
学
会
で

の
招
待
講
演
、
現
地
現
場
視

察　

他

【
日
程
変
更
】
２
０
５
号
掲

載
よ
り
変
更

◆
佐
々
木
誠
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
３

／
13
〜
３
／
16
）
／
目
的
＝

台
湾
に
お
け
る
住
宅
団
地
及

び
既
成
市
街
地
の
経
年
変
化

と
維
持
管
理

る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

ラ
ン
ダ
ム
カ
ー
ト
の
開
発

は
平
成
24
年
度
か
ら
機
械
工

学
科
の
島
方
啓
輔
さ
ん
（
25

年
３
月
卒
業
）
の
研
究
と
し

て
ス
タ
ー
ト
。動
物
病
院
「
ア

ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
こ
ば
や

し
」
の
協
力
を
得
て
３
年
半

を
か
け
て
完
成
し
た
。製
品

は
４
月
か
ら

動
物
病
院
や

一
般
向
け
に

発
売
さ
れ
て

お
り
、大
島
教

授
が
代
表
取

締
役
と
な
っ

て
昨
年
５
月

に
立
ち
上
げ

た
学
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業

「
株
式
会
社
ラ

ン
ダ
ム
」が
製

造
、販
売
を
手

が
け
て
い
る
。

せ
て
柔
軟
に
可
動
す
る
構
造

が
特
徴
で
、
従
来
の
製
品
と

比
べ
て
小
回
り
が
利
く
た
め
、

室
内
で
も
快
適
に
使
用
で
き

　

機
械
工
学
科
の
大
島
康
彰

教
授
が
開
発
し
た
ペ
ッ
ト
用

福
祉
機
器
「
ラ
ン
ダ
ム
カ
ー

ト
」
が
２
月
26
日
、
埼
玉
県

春
日
部
市
主
催
「
第
１
回
か

す
か
べ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
部
門
」
に
お
い
て
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
3
月

17
日
に
は
、
公
益
財
団
法
人

川
崎
市
産
業
振
興
財
団
主
催

「
第
１
０
６
回
か
わ
さ
き
ビ

ジ
ネ
ス
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」

に
お
い
て
「
か
わ
さ
き
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
イ
デ
ア
シ
ー
ズ

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

ラ
ン
ダ
ム
カ
ー
ト
は
犬
用

の
車
い
す
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。
犬
の
体
の
動
き
に
合
わ

ランダムカートは犬の細かい動きにも対応できる

今回から豆本サイズになり、携帯に便利 （左より）濱崎さん、シラオ仮面、小島市長

昨年のプレゼンテーションの様子

大
島
研
究
室
開
発
の
ペ
ッ
ト
用
福
祉
機
器

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻 

石
倉
嵩
也
君

春
日
部
市
、川
崎
市
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
Ｗ
受
賞

自
動
車
の
予
防
安
全
技
術
で
２
団
体
か
ら
受
賞

学
生
が
宮
代
町
と
協
力
し
て
制
作

「
日
工
大
生
応
援
店
ガ
イ
ド
」完
成

食
堂
券
売
機
で

現
金
チ
ャ
ー
ジ
が
可
能

自
転
車
が
引
き
渡
さ
れ
た
。

　

自
転
車
の
特
長
と
し
て
目

を
惹
く
の
が
、
前
面
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
亀

の
装
飾
で
あ
る
。
同
市
の
形

が
亀
に
似
て
い
る
こ
と
と

「
仮
面
」
の
２
つ
の
意
味
を

併
せ
持
っ
て
い
る
。
後
部
に

は
シ
ラ
オ
仮
面
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
流
す
た
め
の
ス
ピ
ー

カ
ー
も
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
同

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
お
い
て
、

シ
ラ
オ
仮
面
の
良
き
相
棒
と

し
て
活
用
さ
れ
る
。

　

３
月
28
日
に
市
役
所
に
お

い
て
引
渡
式
が
執
り
行
わ

れ
、
濱
崎
さ
ん
、
指
導
に
あ

た
っ
た
機
械
工
学
科
大
島
康

彰
教
授
、
竹
内
貞
雄
学
生
支

援
部
長
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ラ
ボ
所
属
の
坂
本
悦
男
職
員

が
立
ち
合
い
の
も
と
、
シ
ラ

オ
仮
面
と
小
島
白
岡
市
長
に

　

埼
玉
県
白
岡
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
シ
ラ

オ
仮
面
」専
用
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
自
転
車
製
作
に
本
学

が
協
力
し
た
。機
械
工
学
科
１

年（
当
時
）の
濱
崎
拓
人
さ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
、本

学
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ

で
製
作
作
業
が
行
わ
れ
た
。

突
リ
ス
ク
低
減
を
狙
い
と
し

て
、
先
行
車
の
減
速
予
見
情

報
を
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
上
で
視
覚
的
に
呈
示

す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
案
。
減

速
が
予
見
さ
れ
た
際
に
後
続

車
に
情
報
呈
示
を
行
い
、
先

行
車
と
の
追
突
リ
ス
ク
が
有

意
に
低
減
さ
れ
る
こ
と
を
示

し
た
。
周
辺
車
両
と
の
情
報

共
有
に
よ
っ
て
、
自
動
運
転

車
へ
の
技
術
導
入
や
ド
ラ
イ

バ
ー
の
不
注
意
に
よ
る
追
突

事
故
を
未
然
に
回

避
す
る
な
ど
、
安

全
な
運
転
行
動
を

促
す
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。

　

受
賞
に
際
し
石

倉
君
は
「
努
力
の

成
果
を
実
感
す
る

　

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
２
年
（
受

賞
時
）
で
鈴
木
宏
典
研
究
室

所
属
の
石
倉
嵩
也
君
が
３
月

７
日
に
自
動
車
技
術
会
「
大

学
院
研
究
奨
励
賞
」、
22
日

に
日
本
機
械
学
会
「
若
手
優

秀
講
演
フ
ェ
ロ
ー
賞
」
を
受

賞
し
た
。

　

受
賞
論
文
名
は
共
に
「
車

群
走
行
状
態
の
動
的
推
定
に

基
づ
い
た
減
速
予
見
情
報
の

呈
示
」。
車
群
走
行
時
の
追

と
同
時
に
、
指
導
の
先
生
を

は
じ
め
関
係
者
の
サ
ポ
ー
ト

に
も
感
謝
し
て
い
る
。
今
後

も
社
会
人
と
し
て
研
究
を
続

け
、
自
動
車
の
予
防
安
全
性

向
上
な
ど
社
会
貢
献
に
繋
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

日
工
大
生
応
援
店
ガ
イ
ド

は
、
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

の
20
店
の
飲
食
店
が
紹
介
さ

れ
た
ミ
ニ
情
報
誌
で
、
１
年

間
有
効
の
学
生
用
割
引
ク
ー

ポ
ン
も
兼
ね
て
い
る
。
宮
代

町
の
商
工
業
活
性
化
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ

て
一
昨
年
よ
り
企
画
、
制
作

さ
れ
、
２
０
１
７
年
度
版
は

３
月
下
旬
に
発
行
さ
れ
た
。

今
年
も
建
築
学
科
吉
村
研
究

室
の
学
生
が
希
望
の
サ
ー
ビ

ス
や
メ
ニ
ュ
ー
を
店
舗
と
交

渉
し
、
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン

ま
で
を
手
が
け
た
。
今
回
か

ら
携
帯
に
便
利
な
豆
本
タ
イ

プ
と
な
り
、
地
図
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
な
ど
学
生
の
セ
ン

ス
が
光
る
仕
上
が
り
と
な
っ

た
。
ガ
イ
ド
は
本
館
玄
関

ホ
ー
ル
、
広
報
室
前
掲
示
板

で
配
布
し
て
い
る
。

　

以
前
よ
り
学
生
食
堂
で

は
、
学
生
証
に
予
め
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
し
て
お
き
、
電
子

マ
ネ
ー
と
し
て
券
売
機
で
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

チ
ャ
ー
ジ
は
食
堂
や
購
買
部

の
レ
ジ
で
行
う
必
要
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
度
の
新
食
堂
の

開
業
に
と
も
な
っ
て
導
入
し

た
新
券
売
機
で
可
能
と
な
っ

た
。
チ
ャ
ー
ジ
金
額
は
１
０

０
０
円
単
位
で
５
０
０
０
円

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

券
売
機
は
現
在
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
ホ
ー
ル
に
５
台
、
キ
ッ
チ

ン
＆
カ
フ
ェ
ト
レ
ビ
に
１
台

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

シ
ラ
オ
仮
面
専
用
自
転
車

学
生
が
製
作
に
協
力

　

２
０
６
号
４
面
の
「
学
業

奨
励
奨
学
生
名
簿
」
に
誤
記

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

リ
マ
ー
カ
ブ
ル
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
、
電
子
情
報
メ
デ
ィ

ア
学
群
３
年
次
、
畠
山
尭
大

さ
ん
の
出
身
校
名

【
誤
】
常
北
特
別
支
援
学
校

【
正
】
城
北
特
別
支
援
学
校

人
事
異
動

国
外
出
張

訂
　
正

　斬新で実現可能なビジネスプランを学生
から募集。事業内容、経費や利益などのプ
レゼンテーションをもとに選考を行い、優
秀なプランには各賞が授与される。
■エントリー期間：6月19日〜7月3日
■一次応募期間：7月４日〜17日16：00
詳細は産学連携起業教育センター、または
WEBサイトで確認していただきたい。

ビジネスプランコンテスト
作品の募集開始


